
～

H23年度の事業概要
H24年度の

事業概要・計画
H25年度の事業計画

年度年度

生涯学習活動の充実

絵本ライブ等の開催 平成25年事業の継続

総合計画上の
位置付け

平成２４年度　実施計画作成・事務事業評価（事後評価）シート

読書推進課 340内線

実施計画
１　基本事項

盛正明部等名 教育部 課等名 記入者名

06
項

23

1001

事業期間 平成
歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

　予算細々目名

基本方針

事務事業名

生涯学習の推進

読書活動推進事業 平成

根拠法令・条例、関連計画等

施　　策

細 施 策

「長谷川義文絵本ライブ
トーク」の開催
（市制施行5周年記念事業と
して実施）
参加者　約500人

読書イベントの開催
（夏休み朗読会70人参加）

 本市の進める「子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもたちが、本と出会い、本と親しみ、本を楽しむきっ
かけづくりとしてライブ・イベント等を開催し、参加した保護者、読書ボランティア、行政・学校関係者の読み聞
かせ及び読書活動推進に対する意識の向上を図る。

H26年度の事業計画

目会計

知名度のある「絵本作家」等を招聘し、広く市民に広報で呼びかけを
行い「絵本ライブ」などイベント等を開催する。

市　民

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

　ライブに参加した子どもたちが、本と出会い、本と親しみ、本を楽しむきっかけづくりとし、同じく参加した保
護者、読書ボランティア、行政・学校関係者にとっては、読み聞かせ及び読書活動推進に対する意識の向上を図っ
てもらうこととする。

読書活動推進事業費（絵本ライブ）

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）
４　事務事業の対象・手段・意図
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３　事務事業の概要

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 継続 □ 改善
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

2,000

6回

500 350

28

350参加者数 人 28

1

目標
24年度

1

23年度
区分

1 1

100

最終目標
年度

事務事業評価（事後評価）

①

②

指 標 名 単位

回「絵本ライブ」等の開催

実績 目標値

１　指標の推移
26年度

目標

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

□ は　い

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

地元人材等を活用し、経費のかからない方法で継続する。
また、著名人によるライブは５年に１回程度とする。

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）
　方向性の理由、改善案等　今後の方向性（総合評価）

理由

受益者負担なし
いいえ□ 

□ あ　る
類似事業なし

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか

■ な　い 理由

□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

そ
の
他

　他の市町村では、実施している事業ですか

一部の市町村では、ライブトークであったり、読み聞かせ会であったりと、形態は様々であるが、読
書活動推進に重点を入れている自治体の多くは取り入れている事業である。

平成24年度は、経費をかけずに、小イベントの開催を計画しているが、「絵本ライブ」等の開催と
なると、作家等招聘謝金としては、最小限となっており、これ以上のコスト削減は難しい。

効
率
性

■ な　い 理由

有
効
性

　成果指標を向上させる余地はないですか

理由

「出水市読書活動推進計画（第二次）」において施策として計画がなされ、また、「読書活動日本
一のまちづくり」を目指して読書活動の推進に取り組む本市にとっては、実施は必要。□ な　い

□

あ　る■

②

理由

招聘作家により、参加人数の変動が予想されるため、著名な作家等の招聘に努める。
■ あ　る

活
動
指
標

25年度
目標

二次評価と同様に継続とする。

　廃止・休止した場合の影響はありますか

な　い

２　評　　　価

成
果
指
標

①

平成23年度市制施行5周年記念事業として初めて実施したが、当初の応募状況
や、事業終了後のアンケート結果から、大変評価をいただき、今後も幅広く読書
活動を啓発する事業として、ぜひ、実施していきたい事業である。


